
略歴

黄 在南（ファン　ゼナム）教授
 1960年 3月 7日生　韓国釜山市出身

学歴
1983年 2月 韓国国立釜山大学校商科大学経営学科卒業
1983年 12月 九州大学大学院経済学研究科研究生（1985年 3月まで）
1985年 4月 九州大学大学院経済学研究科修士課程入学
1987年 3月 同大学院修士課程修了
1987年 4月 同大学院博士後期課程入学
1993年 3月 同大学院博士後期課程修了　博士（経済学）
1993年 4月 同大学院特別研究生（1994年 3月まで）

職歴
1983年 3月 ㈱金星社（現、LG電子）空調機事業部購買課開発担当（1983年 8月まで）
1994年 4月 熊本県立大学総合管理学部専任講師（1997年 3月まで）
1997年 4月 同学部准教授（2006年 3月まで）
2006年 4月 同学部教授（2025年 3月まで）
2006年 4月 同学部ビジネスコース長（2010年 3月まで）
2010年 4月 大学院アドミニストレーション研究科長（2012年 3月まで）
2012年 4月 同学部ビジネスコース長（2014年 3月まで）
2014年 4月 同学部長（2018年 3月まで）
2018年 4月 同学部ビジネス部門長（2022年 3月まで）

所属学会
　　日本経営学会、日本看護管理学会

社会での活動
　　 大津町振興総合計画策定審議会長、大津町振興総合計画等評価委員会長、大津町教育委員会

外部評価委員会長など
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主要業績
　＜著書＞

秋山喜文、立山敏男、松尾隆編『経済社会のダイナミズム』税務経理協会、2001年、「大
競争時代の経営戦略」の執筆　pp.69-99
日本経営学会編『経営学論集第 69集　21世紀の企業経営』千倉書房、1999年、「組織学
習と国際合弁事業」の執筆　pp.157-164
塩次喜代明編『地域企業のグローバル経営戦略』九州大学出版会、1998年、「組織学習と
国際合弁事業」の執筆　pp.183-224
川端久夫編『組織論の現代的主張』中央経済社、1995年、「組織変動」の執筆　pp.99-120
日本経営学会編『経営学論集第 63集　新しい企業・経営像と経営学』千倉書房、1993年、
「組織変動と意思決定」の執筆　pp.202-208
宮川謙三、徳永正次朗編『アジア経済の発展と日本の対応』九州大学出版会、1988年、「管
理行動の日韓比較」の執筆（日置との共同執筆）pp.161-188

　＜論文＞
「関係性のパースペクティブの認識論上の前提について－組織研究への適用のための予備
的考察」『アドミニストレーション』第 26巻 2号、2020年、pp.69-87

「組織は倫理研究の場となるのか－ヴァレラ他（2006）からの示唆－」『アドミニストレー
ション』第 18巻 3・4合併号、2012年、pp.323-360

「後期近代における組織化のテクスチャー（texture）－知識と知恵の視点から－」『アドミ
ニストレーション』第 12巻 1・2合併号、2005年、pp.125-159

「ポストモダンでの経営戦略を考える（その１）」『アドミニストレーション』第 8巻 3・4
合併号、2002年、pp.3-23

「組織学習と国際合弁事業－韓国における日韓合弁事業を中心に－」『アドミニストレー
ション』第 4巻 3・4合併号、1998年、pp.79-121

「企業の立地行動に関する一考察－理論と現状－」『アドミニストレーション』第 3巻 1号、
1996年、pp.21-67

「組織論と組織変動」博士学位論文、1993年、pp.1-152（A4）
「組織変動の類型；設計原型と組織軌道」『経済論究』第 83号、1992年、pp.1-29
「組織変動と意思決定」『経済論究』第 81号、1991年、pp.215-246
「組織変動の日本型モデル」『組織科学』第 24号第 2号、1991年、pp.58-67
「検証・韓国の経済発展」『九州エコのス』第 3号、1989年、pp.26-28
「経営組織における人間の行為メカニズムに関する一考察；日韓比較」修士学位論文、

1987年、67,800字

　＜研究ノート＞
「平小城地域活性化に向けたマーケティング戦略について」『アドミニストレーション』第

12巻 3･4合併号、2006年、立山敏男・宮園博光・森直哉との共同執筆、pp.173-210
「官僚主義の質を考える：公式化（formalization）を中心に－ Adler, Paul S., and Bryan Borys
（1996）に寄せて－」『アドミニストレーション』第 10巻 3･4合併号、2004年、pp.131-

160
「知識統合としての組織ケイパビリティ（capability）」『アドミニストレーション』第 9巻

3･4合併号、2003年、pp.105-125
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　＜書評＞
「個人主義は成熟するか」『オイコノミカ』第 23巻第 2号、1987年、日置との共同執筆、

pp.179-189

　＜その他＞
『地域に学ぶ企業に学ぶ』「新熊本学：地域社会と企業」の教育用図書、2011年、編集と
総括担当、pp.1-299

『県南地域における企業誘致のポテンシャルについて』平成 21年度地域貢献研究、2010年、
中宮光隆・久間清俊との共同執筆、pp.1-51

　＜学会発表＞
「組織学習と国際合弁事業」組織学会九州部会（於九州大学）、1999年
「組織学習と国際合弁事業」経営学会第 72回全国大会（於札幌大学）、1998年
「組織学習と国際合弁事業」経営学会九州部会（於九州大学）、1998年
「国際化と経営組織の変動」組織学会平成 7年度研究発表大会（於桃山学院大学）、1995
年

「『テクスト』としての組織を考える」経営学会第 144回九州部会（於熊本県立大学）、
1995年

「組織変動と意思決定」経営学会第 66回全国大会（於明治大学）、1992年
「組織変動の類型；設計原型と組織軌道」組織学会第 31回九州部会（於九州大学）、1992
年

「組織変動と意思決定」九州経済学会第 41回大会（於鹿児島経済大学）、1991年
「組織変動のメカニズムについて」経営学会第 126回九州部会（於福岡大学）、1990年
「総合的な視点から見た組織文化－比較研究のための枠組み形成のため－」組織学会昭和

63年度発表大会（於武蔵大学）、1988年
「経営組織における人間の行為メカニズムに関する考察－労働倫理、組織風土、職務満足、
組織コミットメント、離職の日韓比較－」組織学会第 21回九州部会（於九州産業大学）、
1987年
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